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　来期の業況判断D. I .の見通しは2.2と今期との比較で4.9ポイントの改善を予想しています。項目別業況判断D.I .
見通しでは、売上高は改善、他の項目もわずかながら改善する見込みとなっています。
　また、業種別の業況判断D.I.見通しでは、製造業は9.0ポイント改善する見込みのほか、卸売業、小売業、建設業・不動
産業、サービス業ともに小幅ですが改善する見込みです。

●来期（2023年7～9月期）の業況

Ⅰ　全業種（回答366社・・・回答率99.4％）

前　期
2023年1～3月期

今　期
2023年4～6月期

来期予想
2023年7～9月期

全国調査
2023年4～6月期

全 業 種

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

建 設 業

不動産業

サービス業

快晴
100.0～35.0

晴れ
34.9～20.0

曇り一部晴れ
19.9～7.0

曇り
6.9～△7.0

小雨
△20.1～△35.0

雨
△35.1～△100

本曇り
△7.1～△20.0
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伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2023年4～6月期）
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　今期の全業種の業況判断D.I.は△2.7と、前期との比較で2.5ポイント上回り、わずかながら改善しました。
　項目別の業況判断D.I.では、売上高は0.5（前期比+3.8）、資金繰りは△4.6（前期比+4.1）、採算△8.7（前期比+8.7）、
従業員増減△1.1（前期比+1.6）と全項目で改善しています。
　業種別の業況判断D.I.においては、製造業、小売業、サービス業は改善、卸売業、建設業・不動産業は悪化となっています。
　独立行政法人中小企業基盤整備機構が実施し、日本商工会議所他2団体が実査した全国調査（以後「全国調査」という。）
との比較では、全業種の業況判断D.I.で全国調査を7.8ポイント上回りました。業種別では、サービス業は全国調査を下回
りましたが、その他の業種では乖離幅は異なりますが全国調査を上回る結果となっています。

●今期（2023年4～6月期）の業況

△21.5

業況判断D.I.は、わずかながら改善、来期も引続き改善の予想
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Ⅱ　製造業（回答111社・・・回答率99.1％）

　今期の業況判断D. I .は△1 .8と、前期との比較で7.1ポイント
改善しました。全国調査との比較では、業況判断D.I.で9.7ポイント
上回りました。
　業種別にみると、金属製品、プラスチックは改善していますが、
印刷、金属プレス・メッキ、機械器具、輸送機械は悪化しています。
　項目別には、売上高、資金繰り、採算ともに改善しています。また、
原材料仕入単価は小幅ながら低下しています。
　来期の業況判断D. I .は7.2と改善を予想しており、項目別にも
資金繰りを除き、改善を予想しています。また、原材料仕入単価も
低下の見込みです。
　経営上の問題では、「原材料価格の上昇」が24.5%、「製品単価の
低下・上昇難」12.1%、「従業員の確保難」11.0%になっています。

■景況

【輸送機械】
　業況判断D.I .は、△27.3と前期比10.6ポイント悪化しています。
来期は△18.2と9.1ポイント改善する見込みです。
　項目別では、原材料仕入単価が72.7と前期比39.4ポイント上昇
しましたが、売上高、採算・資金繰り、設備操業率は改善しています。
また、原材料在庫はわずかながら減少しています。
　経営上の問題点は、「原材料価格の上昇」が26.7％、「製品単価の
低下・上昇難」「従業員の確保難」「人件費の増加」が13.3%となって
います。

【機械器具】
　業況判断D.I.は、△20.0と前期比3.3ポイントの小幅悪化となり
ました。来期は△10.0と10.0ポイントの改善が見込まれています。
　項目別では、原材料仕入単価が60.0と前期比26.7ポイント上昇
していますが、売上高、採算、設備操業率ともに改善しています。
　経営上の問題点としては、「原材料価格の上昇」が18.5%、「需要
の停滞」14.8%、「原材料費・人件費以外の経費の増加」「製品単価の
低下・上昇難」がともに11.1%となっています。

【金属製品】
　業況判断D.I.は、9.1と前期比13.6ポイントの大幅な改善となり
ました。来期の業況判断D.I.は、18.2と9.1ポイントのさらなる改
善を見込んでいます。
　項目別には、売上高、採算ともに改善していますが、設備操業率は
悪化しています。また、原材料仕入単価は大幅に下落しています。
　経営上の問題点については、「原材料価格の上昇」、「従業員の
確保難」が各17.0%、「製品単価の低下・上昇難」12.8%となって
います。

【金属プレス・メッキ】
　業況判断D.I.は、△20.0と前期比10.0ポイント悪化していますが、
来期は10.0と大幅な改善が見込まれています。
　項目別には、売上高、採算ともに悪化していますが、設備操業率は
改善しています。また、原材料仕入単価は下落しています。
　経営上の問題点については、「原材料価格の上昇」29.2%、「従業
員の確保難」20.8%、「製品単価の低下・上昇難」が12.5%となって
います。

【印刷】
　業況判断D.I.は、△37.5と前期と比較して12.5
ポイントの大幅悪化となり、来期の業況判断D.I.も
△50.0と大幅な悪化見込みです。

【プラスチック】
　業況判断D.I.は、30.0と前期比30.0ポイントの
大幅な改善となりました。来期の業況判断D.I .も
40.0と改善する見込みです。

■業種別の状況

■主要業況判断D.I.の推移
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業況 売上（加工）高 資金繰り
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■経営上の問題点（複数回答）

原材料費・人件費以外の経費の増加

生産設備の不足・老朽化

需要の停滞

製品ニーズの変化への対応

従業員の確保難

人件費の増加

原材料価格の上昇

製品（加工）単価の低下・上昇難
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■主要業況判断D.I.の推移
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Ⅲ　卸売業（回答23社・・・回答率100％）

　今期の業況判断D. I .は△5.7とわずかながら1.1ポイント改善
しています。全国調査との比較では、業況判断D.I.で15.8ポイント
上回っています。
　項目別では売上高、採算は改善していますが、資金繰りは横ばい、
客単価は上昇し、仕入単価は横ばい、在庫数量はわずかながら増加
しています。
　来期の業況判断D. I .は△3 . 4と、今期との比較で小幅ながら
2.3ポイント改善する予想です。
　経営上の問題点としては、「仕入単価の上昇」が20.2%、「消費者
ニーズの変化への対応」16.4%についで「大型店・中型店の進出
による競争の激化」14.1%となっています。

■景況

Ⅳ　小売業（回答87社・・・回答率98.8％）
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業況 売上高 資金繰り

■主要業況判断D.I.の推移
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業況 売上高 資金繰り

　今期の業況判断D. I .は0 .0と、前期との比較では8.7ポイント
悪化していますが、来期は4.3ポイント改善する見込みです。全国
調査との比較では、業況判断D.I .で6.7ポイント上回りました。
　項目別では、売上高、資金繰り、採算ともに悪化しています。
　また、売上単価は上昇していますが、仕入単価は横ばいです。
　経営上の問題点としては、「仕入単価の上昇」が26.0%、「人件費
以外の経費の増加」18.0%、「販売単価の低下・上昇難」16.0%と
なっています。
　業種別では食料・飲料卸売業の今期の業況判断D.I .は25.0と
前期比3.6ポイント悪化しています。来期は12.5とさらに12.5ポイ
ント悪化の見込みとなっています。

■景況

【飲食料品小売業】【飲食店】
　飲食料品小売業の業況判断D.I .は、△15.4と前期比+0.6ポイ
ントとほぼ横ばいですが、来期は△3.8と大幅な改善を見込みます。
　飲食店の業況判断D.I.は、25.0と前期比25.0ポイントの大幅な
改善で、来期も25.0と横ばいを見込みます。
　飲食料品小売業の経営上の問題点は、「仕入単価の上昇」が
22.8%、「消費者ニーズの変化への対応」が15.8%、「大型店・中型
店の進出による競争の激化」が14.0%となっています。

【その他】
　業況判断D.I.は、スポーツ・文具、家電は改善していますが、自動
車販売は悪化、燃料、医薬品・化粧品は横ばいとなっています。
　来期は、医薬品・化粧品は改善、自動車販売、燃料は悪化、家電、
スポーツ・文具は横ばいの見込みです。
　経営上の問題点は、「仕入単価の上昇」が依然として多いものの、
「消費者ニーズの変化への対応」「大型店・中型店の進出による競争
の激化」等従来からの基本的な課題も目立っています。

■業種別の状況

伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2023年4～6月期）

■経営上の問題点（複数回答）

販売単価の低下・上昇難

需要の停滞

同業者の進出

大型店・中型店の進出による競争の激化

人件費以外の経費の増加

仕入単価の上昇

消費者ニーズの変化への対応

■経営上の問題点（複数回答）

需要の停滞

メーカーの進出による競争の激化
人件費の増加

小売業者の進出による競争の激化

販売単価の低下・上昇難

大企業の進出による競争の激化

仕入単価の上昇
人件費以外の経費の増加
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Ⅴ　建設業・不動産業（回答63社・・・回答率100％）

5

Ⅵ　サービス業（回答82社・・・回答率100％）
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■主要業況判断D.I.の推移

■経営上の問題点（複数回答）
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今　期 来期見通し 全国調査
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民間需要の停滞

材料の入手難
人件費の増加

大企業の進出による競争の激化

請負単価の低下・上昇難

従業員の確保難

材料単価の上昇
材料費・人件費以外の経費の増加

■経営上の問題点（複数回答）

人件費以外の経費の増加

需要の停滞
新規参入業者の進出

店舗施設の狭隘・老朽化

大企業の進出による競争の激化

従業員の確保難

消費者ニーズの変化への対応
材料等仕入単価の上昇

　今期の業況判断D. I .は△4.9と、前期比で3.6ポイント改善し、
全国調査との比較では、業況判断D.I .で4.0ポイント下回りました。
　項目別ではすべての項目で改善しています。また、客単価、仕入
単価は上昇しています。
　来期の業況判断D. I .は△2.4と今期との比較で2.5ポイントの
小幅改善を予想しています。
　経営上の問題点は「消費者ニーズの変化への対応」18.3%、「材料
等仕入単価の上昇」17.3%となっています。

■景況

■景況

【総合工事】
　業況判断D. I .は、3.8と前期比+0.2ポイントと横ばいとなりま
した。来期は11.5と7.7ポイントの改善が見込まれています。
　項目別には、売上、受注額は改善しているものの、採算は悪化して
います。材料単価は61.5と前期比横ばいです。
　経営上の問題点は、「材料単価の上昇」が29.9%、「材料費・人件費
以外の経費の増加」14.9%、「請負単価の低下・上昇難」が13.4%と
なっています。
【設備工事】【職別工事】【不動産】
　設備工事業の業況判断D.I.は、△10.0と前期比32.2ポイントの
大幅悪化となっていますが、来期は10.0と大幅に改善することが
見込まれます。
　職別工事業の業況判断D.I.は、△14.3と前期14.3ポイントの大幅
改善しています。来期は△14.3と横ばいの見込みです。
　不動産業の業況判断D.I.は、14.3と前期比14.3ポイント改善して
いますが、来期は7.1と7.2ポイントの悪化見込みです。

■業種別の状況

■業種別の状況

伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2023年4～6月期）

■主要業況判断D.I.の推移

業況 売上高 資金繰り

業況 売上高 資金繰り

【自動車整備】
　業況判断D.I .は、△12.5と前期比6.2ポイント悪化し、来期は
△6.3ポイントと改善が見込まれています。
　項目別では、売上高、資金繰りは改善していますが、採算は悪化、
客単価は低下、仕入単価は上昇しています。
　経営上の問題点は、「消費者ニーズの変化への対応」21.4%、「材料
等仕入単価の上昇」19 .0%、「大企業の進出による競争の激化」
14.3%となっています。
【洗濯・理容】
　業況判断D.I .は、△22.2と前期比27.8ポイント改善しています。
来期も△22.2と横ばいの見込みです。
　項目別では、すべての項目で改善していますが、客単価、仕入
単価ともに低下しています。
　経営上の問題点は、「消費者ニーズの変化への対応」26.1%、
「新規参入業者の進出」17.4％、「店舗施設の狭隘、老朽化」、「需要
の停滞」がともに13.0%となっています。

　今期の業況判断D.I .は1.6と、前期比1.6ポイントわずかながら
悪化し、全国調査比では、15.3ポイント上回りました。
　来期の業況判断D.I.は6.3と4.7ポイントの改善見込みです。
　項目別では、売上高は小幅悪化していますが、他の項目はわず
かながら改善、材料単価は上昇し引続き高くなっています。
　経営上の問題点は、「材料単価の上昇」が26.3%、「材料費・人件費
以外の経費の増加」13.2%、「請負単価の低下・上昇難」が12.5%と
なっています。

0 5 10 15 20 25 30（％）

26.3
13.2                        
12.5                          

9.2                                
7.9                                   

5.9                                       
3.9                                         
3.3                                           

0 5 10 15 20（％）

18.3
17.3   

10.2                      
10.2                      

8 .6                            
8 .6                            
7.6                               
6.6                                  



今回の調査について

【調査方法】

※毎回テーマを設け「特別調査」を実施しております。

2023年6月
① 今期の状況：前年の同時期（2022年4～6月期）と比較した今期（2023年4～6月期）の状況
② 来期の見通し：前年の同時期（2022年7～9月期）と比較した来期（2023年7～9月期）の状況

伊勢崎市及び佐波郡玉村町内の事業所
アイオー信用金庫及び伊勢崎商工会議所の調査員による面談または聞き取り

調査内容

調査方法
対象企業

調査時期
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【調査対象企業数・回答企業数】

112
23
88
63
82
368

調査対象企業数

111
23
87
63
82
366

99.1%
100%
98.8%
100%
100%
99.4%

製 造 業
卸 売 業
小 売 業
建設業・不動産業
サービス業
合 計

回答企業数 回答率

特 別 調 査 【アフターコロナと中小企業】

5  ３～5年後に向けた事業展開
　3～5年後に向けた事業展開については、新しい販路・市場を開拓したいとする先は20.7％ありましたが、新しい製品・商品・
サービスの開発は4.1%、全く異なる事業は1.9%にとどまりました。一方、現状維持が49.4%と最も多く、特に考えていない
（わからない）とする先も21.3%ありました。

1  賃上げ、一時金支給の実施状況とその原資
　賃上げを行った先は、30.8%、一時金支給については12.7%
となっています。信金中金の全国中小企業景気動向調査の
賃上げ44.4%、一時金21.5%と比較すると実施割合は低い
水準にあります。また、その原資は賃上げ・一時金支給ともに
「経費の削減」がもっとも多くなっています。

2  コスト増加分の価格転嫁動向
　コスト増加分の価格転換動向は、「原材料・仕入価格」で
28.9%、「電力・エネルギー価格」で42.3%が転換できていない
との回答で、「全て転換できている」のは、それぞれ5.1%、
1.9%と少数に留まっています。

賃上げの実施 一時金支給の実施

4  人材確保のための職場環境改善策
　職場環境改善策については、「賃上げ等、待遇面の改善」が
24.7%、「ワークライフバランスの充実」が12.2%ですが、
「特にない」とする回答が37.4%と最も多くなっています。

3  感染拡大前（3年前）との売上高比較
　感染拡大前との売上高比較では、「ほぼ変わらない」45.5%、
「やや減少」22.9%、「やや増加」22.6％でした。一方、「減少・
大幅減少」が6.4%なのに対し、「増加・大幅増加」は2.5%に
とどまっています。
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内部留保の取り崩し
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電力・
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【コスト増加分の価格転嫁動向】
1.9%
14.1%

41.7%

42.3%

全て転嫁できている

ほぼ転嫁できている

やや転嫁できている

転嫁できていない

賃上げ等、待遇面の改善

特にない
子育て、介護との両立

外国人人材の活用
女性が活躍しやすい環境整備

高齢者の就業促進
非正規雇用の処遇改善

人事管理(評価、処遇)の適正化
テレワーク等、IT化の推進

ワークライフバランスの充実(長時間労働是正等)
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現在の事業を、現状のまま継続したい

新しい販路・市場を開拓したい

新しい製品・商品・サービスを開発したい

全く異なる事業を手がけたい

事業は縮小・撤退する

特に考えていない(わからない)

特に考えていない
（わからない）
（67）

　新しい販路・
市場の開拓
（65）

全く異なる事業
（6）

　事業は縮小・
撤退する
（8）

現状維持
（155）

  新しい製品・商品・
サービスの開発
（13）
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株式会社 国定電機 会社概要
創 　 立
設 立
代 表 者
所 在 地
T E L
資 本 金
従業員数
事業内容

昭和44年12月10日
昭和63年  1月21日
代表取締役　渡辺 良之
伊勢崎市国定町二丁目1852-10
0270-62-0244
2,500万円
49名
電気工事設計施工、太陽光発電設備
工事設計施工、消防施設工事・建設
工事設計施工

【当社が選ばれる理由】
・工場の建屋や外構から
　設備メンテナンスまで
　ワンストップ
　当社では、電気・建築・
設備に関して、20種類以
上の建設許可を保有してい
ます。そのため、お客様の
ご要望に対して、一貫して
対応できるので、スムーズ
な施工が可能です。
・ネットワークを活用して何でもスピーディーに解決！
　職人が多数在籍、かつ協力会社のネットワークを活用
することで、お客様のお困りごとにスムーズに対応致し
ます。
・地域密着50年以上！
　半世紀にわたり、地元群馬を中心に関東、信越、東北
エリアまで工事対応を行っています。時代の流れに沿っ
て、当社社屋も省エネ仕様に改装してきました。また、
大手有名企業とのお取引もあり、多数の実績を誇ります。
【国定電機が目指すべきこと】
省エネ提案や再生可能エネルギーの拡大、新エネルギー
システムの構築など、電気工事を通じて豊かな住みやすい
まちづくりを創造し、未来の社会に貢献していきたいと
思っております。
再エネ・省エネ
事業を通して脱
炭素社会を目指
すことにより
SDGs達成に貢
献していきます。

【経営理念】
・地域に愛され、人々の心を豊かにし、未来の社会を
　 つくります
・社員が安全で、家族が安心する企業を目指します
・顧客や協力業者に信用され、信頼される企業を目指
　します
【行動指針】
　いつでもお客様の立場に立って考え行動し、真摯な
　気持ちで仕事に取り組みます
【変遷】
　当社は昭和44年（1969年）に設立され、一般家庭を
中心とした家電販売と電気・水道工事を行ってまいり
ました。その後、病院・工場・学校・商業施設などの
自家用電気工作物を主体とした電気設備工事に業務を
広げ、さらに平成23年（2011年）東日本大震災で停電
対策の必要性が高まったこともあり、産業用太陽光発電
の設置工事の業務を開始しました。現在は群馬県内のみ
ならず関東、信越、東北地方までエリアを拡大し、遠方
からの要望にも応じられるよう、日々努力しております。
【当社の取組み】
　平成27年には、電気工事・建築工事部門において、
特定建設業の許可を取得しました。また品質管理におい
ても同年、ISO9001を認証取得し品質マネジメント
システムを構築しました。社員教育に関しても社外研修、

OJT研修など
積極的に行い、
一人ひとりの
知識・技術の
向上に努めて
おります。

企 業 紹 介

建築工事

自家消費型太陽光発電設置工事 市役所LED照明交換工事

コンベンションセンター新築電灯コンセント工事 EV用急速充電器設置工事



新現役マッチング交流会 新入社員研修会 DXフォーラム

Sustainable
Solution
Strategy
Support
Smile

持続可能な＝いつまでも常に地元のみなさまとともに 
解決＝地元のみなさまの悩み、不安など課題を解決
戦略＝緻密な戦略を持って
応援＝地元のみなさまの夢を応援する
笑顔＝あたたかいハートの笑顔で

５Ｓを掲げ、地域貢献するしんきんを目指します。

地元のソリューションをミライヘ。

ケイエール


